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「安全経営あいち®」及び「あいち安全経営本舗®」を 

商標として登録しました。 
 

～重篤な労働災害の撲滅に向けた取組を加速します。～ 

 

 

愛知労働局（局長 代田
し ろ た

雅彦
まさひこ

）は、重篤な労働災害の撲滅に向けた取組の一環とし

て、「安全経営あいち®」及び「あいち安全経営本舗®」のロゴと名称を特許庁に商標

登録出願を行っていましたが、今般、審査が終了し、同ロゴ等が設定登録されました

のでお知らせします。 

今後は、「安全経営あいち」の考え方に賛同する事業者に、一定の要件の下で使用

できるようにするとともに、自律的な安全衛生管理の普及を促進し、もって重篤な労

働災害の撲滅に向けた取組を推進します。 

なお、設定登録されたロゴと名称、理念等は別紙のとおりです。 

 

  

 

Press Release 
令和５年１月30日（月） 

【照会先】 

労働基準部 安全課 

安 全 課 長  濵 田  勉 

主任安全専門官  伊 藤 敏 彰 

電 話   052(972)0255 



                    

 
 
登 録 日：令和５年１月 16 日 
権 利 者：厚生労働省愛知労働局長 
 
 
商標登録番号：第 6662347 号  
ロゴ 安全経営あいち 
  

 

 
 
商標登録番号：第 6662348 号  
ロゴ あいち安全経営本舗 

 
 
 
 
 

 
 
商標登録番号：第 6662349 号  
名称 

安全経営あいち® 

 
 
商標登録番号：第 6662350 号  
名称 

あいち安全経営本舗® 

 
 

 

別  紙 



Ｍ
Morale＝⼠気

Ｅ
Environment＝環境環環環環環環境境境境境境境境境

Ｐ
Productivity＝⽣産性産産産産産産性性性性性性性性

Ｑ
Quality＝品質

Ｃ
Cost＝原価・経済性

Ｄ
Delivery＝納期・⽣産量

Ｓ
Safety＝安全

経営者に必要な視点として、いわゆる PQCDSME

の７つがあり、これらはどれ一つも欠かすことはで

きず、逆にどれかひとつだけを重視することもでき

ません。

一方、安全と、生産性・品質・原価・納期等は、

互いにトレードオフの関係にあるとする根強い

誤解があります。

リスクアセスメントを通じて

現場の実態を把握し、管理向

上させることは、安全性の向

上はもとより、生産性、品質、

原価、納期、士気、環境を同

時に向上させること、さらに

は企業価値をも向上させるこ

とに繋がります。

安全管理を経営課題と

とらえ、生産性、品質、

原 価、納 期、士 気、環

境と一体的に、戦略的

に管理する経営手法と

して、「安全経営」を提

唱します。

愛知労働局は「安全経営」の推進を提唱します。愛愛愛知知労労働働局局はは「「安安全全経経営営」」のの推推進進をを提提唱唱ししまますすす。愛知労働局は「安全経営」の推進を提唱します。愛知労働局は「安全経営」の推進を提唱します。

リスクアセスメントを通じＰＱＣＤＳＭＥはひとつにできる。

安全経営 ®



安全経営あいちへ

　リスクアセスメントを通じＰＱＣＤＳＭＥはひとつにできます。安全管理を経営課題ととらえ、生産性、品質、

原価、納期、士気、環境と一体的に、戦略的に管理する経営手法、「安全経営あいち」にご賛同ください。

危なさと正しく向きあう　

　「安全」は、国際的に『許容できないリスクがないこと』（ISO ／ IEC ガイド 51：2014）と定義され

ています。これを実現するためには、「リスク」すなわち「危なさ」をひととおり調べて層別、整理するこ

とが必要です。その上で、許容できない「危なさ」については、対策を講じて度合いを下げ、なお残留する「危

なさ」は、付き合わざるを得ないことを承知して、管理下に置くべきです。愛知労働局では、このように、

危なさと正しく向きあうことを提唱し、危なさを調べ、整理するための最も合理的なツールとして「リス

クアセスメント」の普及、促進を図ってきました。

「リスクアセスメント」による調査の⼀体化

　「リスクアセスメント」は、「危なさ」の根源である「危険源（ハザード）」と「作業者」の関わりを合理的

に調べる手段です。その過程で、作業者がどのような作業をしているかを調べることとなります。

　職場には、不具合処理の作業など、現実には作業者しか知らない作業が多くあります。それらは言い換えれ

ば管理されていない作業であり、作業手順なども十分検討されたことがないものがほとんどです。またそれら

管理されていない作業の際に、労働災害発生リスクが高まる場合が多く、さらに同じタイミングで、生産性低下、

不良発生、環境負荷の高まりなどが起こっていると考えられます。

　リスクアセスメントは、突き詰めると、現場の実態を把握するためのツールと言えます。生産性管理、品質

管理、環境管理など、いずれを進める上でも現場の実態把握は欠かせません。そして現場はひとつしかないの

ですから、実態把握の調査も一体化されるべきです。リスクアセスメントは、これら現場の調査を一体化でき

るツールです。

から へ

の解説はこちら。
「リスクアセスメント出前講座」
 の詳細はこちら。

◀ ◀ 「リスクアセスメント推進事業場宣⾔」
 の詳細はこちら。

◀

安全衛生
ONE TEAM

リスクアセスメントを通じＰＱＣＤＳＭＥはひとつにできる。

安全経営 ®

詳細はこちら。 ◀
リスクアセスメントを通じＰＱＣＤＳＭＥはひとつにできる。

安全経営 ®

リスクアセスメントを通じＰＱＣＤＳＭＥはひとつにできる。

安全経営本舗®愛愛知愛知
Aichi Labour Bureau

働局労 ＆
労働基準監督署

Labour Standards
 Inspection Office

「安全経営あいち ®」及び「あいち安全経営本舗 ®」の名称、ロゴは、愛知労働局の登録商標です。
 安 全 経 営 あ い ち︓名称（登録番号第 6662349 号）、ロゴ（登録番号第 6662347 号）
 あいち安全経営本舗︓名称（登録番号第 6662350 号）、ロゴ（登録番号第 6662348 号）
お問合せは、愛知労働局労働基準部安全課または最寄りの労働基準監督署にお願いします。（R05.1） 
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